
資料４

No 部局等 該当頁・行 該当箇所 意見・提案事項 意見・提案理由 左記への県土・跡地利用対策課対応(案)

1
知事公室
基地対策
課

P3
32行

第１県土の利用に関する基本構
想
１県土利用の基本方針
エ　米軍施設・区域の返還をめぐ
る状況と駐留軍用地跡地利用の
推進

エ　米軍施設・区域の返還をめぐる状況と駐留
軍用地跡地利用の推進（SACO合意最終報
告、２＋２合意の進捗状況）

正式呼称に合わせるため修正。

ご意見のとおり修正いたします。

2
知事公室
基地対策
課

P3
34行

第１県土の利用に関する基本構
想
１県土利用の基本方針
エ　米軍施設・区域の返還をめぐ
る状況と駐留軍用地跡地利用の
推進

令和６年末時点で、県土の… 時点修正。

ご意見のとおり修正いたします。

3

企画部県
土・跡地利
用対策課

目次等 第１
第２
第３

第１、第２、第３に「章」を追加 第５次計画の構成だと
第１章‐１‐（１）　となっている。

ご意見のとおり修正いたします。

4

企画部県
土・跡地利
用対策課
（跡地班）

P４
３行

駐留軍用地の存在は、総合的
な交通ネットワークの構築や
計画的なまちづくりなどの大
きな障害

左記表現については、２１世紀ビジョン基
本計画（平成24年度～令和３年度）には記
載されていたものの、新・沖縄２１世紀ビ
ジョン基本計画には記載がないため、文言
整理（削除）してもよいのではないか。

左記のとおり ご意見を受けて、新・沖縄21世紀ビジョン基本計画
P180の「一つの都市圏を形成する中部圏域及び南部圏
域においては、市街地を分断する形で広大な米軍基地
が存在しており、長期にわたり望ましい都市形成や交
通体系、産業基盤の整備など地域の振興開発を図るう
えで大きな制約」
に修正いたします。

5

企画部県
土・跡地利
用対策課

P４
22行

これらのア～オに共通して、
デジタルを徹底活用した官民
連携による地域課題の解決す
るため、～（略）

これらのア～オに共通して、デジタルを徹
底活用した多様な主体の参加と官民連携に
よる地域課題の解決するため、～（略）

基本方針において、横断的な基本方針とし
て「県土利用・管理DX」と「多様な主体の
参加と官民連携による県土の県民的経営」
と整理されており、「多様な主体の参加」
を課題として追記した方がよいのではない
か。

ご意見のとおり修正いたします。

6

企画部県
土・跡地利
用対策課

P7
４行

カ　県土利用・管理DX〈関係
部局：企画部〉

関係部局に、「土木建築部その他関係部
局」を追加

8行目
「持続可能な社会基盤を守るため、AI、
IOT、ドローン等の新技術も活用し、適切
な維持管理や更新等による社会基盤の長寿
命化に取組」
　との項目は5次計画を確認するとインフ
ラ資産や公共施設の長寿命化をさしてお
り、関係部局に土木建築部とその他関係部
局を追加したらどうか。

ご意見のとおり、インフラ資産や公共施設を所管して
いるすべての部局が対象になるので、「企画部、その
他関係部局」として追記いたします。
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7

企画部県
土・跡地利
用対策課
（跡地班）

P14
２～３行

米軍施設・区域で返還が予定
されているものについては、
沖縄振興のための貴重な空間
として、地域特性を踏まえて
跡地利用を促進する必要があ
る。

下記に文言修正
返還が予定されている大規模な駐留軍用地
跡地は、本県の新たな発展のための貴重な
空間として、・・・

新・21世紀ビジョン(p197)の表現に合わせ
る。

ご意見のとおり修正いたします。

8

環境部環
境再生課

P6
17行

第１.1(4)ウ
健全な生態系の確保によりつな
がる県土利用・管理（サンゴ礁の
保全）
脱炭素社会の実現に向けて、バ
イオマス資源等の循環利用に努
める。資源を生み出す農山漁村
等の良好な管理と資源の利活用
に係る知恵や技術を継承《第6次
全国、第5次県、沖縄県気候変動
適応計画》

第１.1(4)ウ
健全な生態系の確保によりつながる県土利
用・管理（サンゴ礁の保全）
脱炭素社会の実現に向けて、バイオマス資源
等の循環利用に努める。資源を生み出す農山
漁村等の良好な管理と資源の利活用に係る知
恵や技術を継承《第6次全国、第5次県、第2次
沖縄県地球温暖化対策実行計画》

脱炭素社会の実現に向けた本取組について
は、第２次沖縄県地球温暖化対策実行計画に
基づく施策であることから、「沖縄県気候変動
適応計画」を削除し「第２次沖縄県地球温暖化
対策実行計画」を追記する。

ご意見のとおり修正いたします。

9

土木建築
部都市計
画モノレー
ル課

P7
32行

第１.２⑴都市
「既成市街地において、街路、公
園などの公共施設の整備を官民
一体で取り組む。～～」

表現修正

〇修文案「既成市街地において、街路、公園な
どの公共空間の整備を官民一体で取り組む。」

公園整備については、官民一体で取り組む。
で良いが街路整備は公共のみの整備であり、
文言の修正が必要である。

ご意見のとおり修正いたします。

10

土木建築
部河川課

P21
18行

第3章３（４）水面・河川・水路の有
効利用
■防災・減災に役立つ遊水池な
どの整備を進め、これらの～～

表現確認

遊水池・・・「常に水がある池」型の治水施設
　例：多摩川調整池

遊水地・・・「洪水時だけ水が溜まる広い土地」
型の治水施設　例：真嘉比遊水地、淀川遊水
地群

表現を確認したい。 意図としては、自然環境が有する多様な機能を活用し、防
災・減災に資することを記載しています。
「防災・減災に役立つ治水機能を確保すると共に、これらの
自然環境がもつ多様な機能を～」に修正いたします。（第５
次全国計画一問一答、グリーンインフラの具体的事例から
文言修正）
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